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已
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(

端
裏
書)

「
向
井
新
兵
衛
上
ル
」

(
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「
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之
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向
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上
ル
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point

●
延
宝
二
（
一
六
七
四
）
年
の
三
月
に
書
か
れ
た
も
の
で
す
。

●
若
松
城
に
配
備
さ
れ
て
い
る
武
器
・
武
具
類
の
点
検
に
関
す
る
古
文
書

で
す
。
配
置
場
所
ご
と
に
数
量
・
名
称
等
を
書
き
上
げ
て
い
ま
す
。

●
作
成
者
は
向
井
新
兵
衛(

吉
重

会
津
藩
士)

で
、
藩
に
提
出
・
報
告
し

た
も
の
と
推
定
さ
れ
ま
す
。

向
井
新
兵
衛
は
、
「
会
津
風
土
記
」
「
会
津
旧
事
雑
考
」
等
の
編
さ
ん

に
携
わ
り
、
藩
主
保
科
正
之
の
葬
送
に
も
関
わ
り
ま
し
た
。
軍
学
に
も
通

じ
て
い
た
の
で
、
藩
の
兵
具
類
の
点
検
を
命
じ
ら
れ
ま
し
た
。
元
禄
七
年

四
月
二
十
八
日
死
去
。
（
新
兵
衛
の
経
歴
は
『
家
世
実
紀
』
元
禄
七
年
四

月
廿
八
日
条
よ
り)

●
若
松
城
の
兵
具
改
め
は
、
保
科
家
が
会
津
に
入
り
、
城
を
受
け
取
っ
た

際
に
行
わ
れ
て
い
ま
す(

『
家
世
実
紀
』
寛
永
二
十
年
八
月
二
日
条

そ

の
時
の
台
帳
が
「
古
帳
面
」
「
本
帳
面
」
か
）

こ
の
資
料
が
書
か
れ
る
二
年
前
の
暮
れ
に
正
之
が
死
去
し
、
二
代
藩
主

の
正
経
は
、
三
月
に
江
戸
か
ら
会
津
へ
下
り
、
猪
苗
代
で
正
之
の
葬
儀
を

済
ま
せ
た
後
、
若
松
城
に
入
り
ま
す
。
今
回
の
点
検
は
、
お
そ
ら
く
代
替

わ
り
に
伴
う
も
の
で
、
新
藩
主
の
在
国
期
間
中
に
行
わ
れ
、
翌
月
五
日
に

は
江
戸
へ
旅
立
っ
て
ゆ
き
ま
し
た
。


